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平成 25年 元旦

新 年 御 挨 拶

呉水交会名誉会長

広島戦没者慰霊祭委員会会長

大和ミュージアム友の会会長

建国記念の日を祝う呉市民の会会長

大之木 英 雄

ビトン日本人会の皆様、新春明けましておめでとう御座居ます。

旧年中は大変お世話になりましたが、今年も宜敷お願い申し上げます。

今年 7月 、呉水交会 (日海軍と海上自衛隊出身者の会)と 致 しまして御地に参 り、慰霊

祭を挙行させて戴く予定にして居 りますので、何かと又御面倒をおかけするかと存 じて

居 ります。

マネンボネンボの慰霊碑に関しては平素よリー方ならぬ御配慮を戴き、心から厚く御礼

申し上げます。マネンボネンボの慰霊碑を建立し、20年に亙って慰霊祭を挙行 して参 り

ました海軍第 14期飛行専修予備学生 元山戦斗機隊の同期生諸君も皆 90才に達 し、肉

体的に御地に参ることがだんだん無理になって参 りましたので、御存知の通 り数年前、

公式慰霊祭を終了し、今後は誠に勝手ながら貴 日本人会の御気持におすが りして御英霊

の慰霊、又碑の管理をお願い申し上げて参って居る次第であります.改めて心から御礼

申し上げたいと存 じます。

然し、当方 と致 しましても何かと碑の今後について、又慰霊の行事について思 うこと多

く、偶々小生が会長をして居りました呉水交会 (現在私は名誉会長です)が、戦没者慰

霊行事の一端として 5年に 1度の見込でビトン、マネンボネンボを訪問し慰霊祭を行 う

ということを決定 して戴きましたので、小生としても安堵 したところであります。



小生も健康が許せば是非 7月 にビトンに参 りたいと思つて居 りますが、いずれに致 しま

してもビトン日本人会の皆様には大変お世話になることで御座居まして、何分宜敷お願

い申し上げます。

御存知のように我が国の現状は、経済は元より財政、外交、国防、その他問題山積、一歩誤

れば国家存亡の基盤も揺るぎかねない異常事態と理解致 して居 りますが、新 しき年には

国民一人一人グッと気を引締めて頑張らねばと決意致 して居るところであります。

ビトン日本人会の皆々様 もくれぐれも健康にはご留意の上、輝かしき良き新年をお迎え

下さいますよう心より祈念 して新年の御挨拶 と致します。

(以上 )
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2013年 元旦
タナワンコ 古賀 義雄

私の旅行はインドネシアで止まつたまま。で今年は15年ぶりに旅に出たい。

過去に行つた所で、時代の移り変わりを感じさせられる先では、こんなところ。

・ゴールデントライアングル (タイ西北 :メコンの大河と草原の地に今、2車線の道路 )

・カイロ(エジプトナイルの水を飲んだ旅人はまた帰ってくる)

イスタンブール (トルコ12020年オリンピック候補地)*ここのジョッキビールはうま
い

新たなところ。

・バングラデシユ(チッタゴンのすぐ北にある、バティアリ海岸の船舶解体所)
エチオピア(北部ダナキル砂漠で産する塩を、味わう)

なおここを思い出したのは、本会報にエチオピア文を寄稿されている石野さんに

よる。
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謹賀新年

今年 もどうぞよろしく

Happy New Year

PT HORIGUCHISINAR IN帥

宏

重一

あけましておめでとうございます

今年もよろしくおねがいいたします

BUNAKEN CHACHA RESORT

ダウニー 玲子

謹賀新年

今年 もよろしくおねがいいた します

PT Fresh Tuna lndonesia(FTI)

阿部 栄治
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本会報第lγ苧に粟竹章二さんの回想録を掲載いたしました。00号掲載の文章は、「青春の思い出」と題して記
された回想録のうちの、昭和19年のマカッサル着任前の記述から始まっていましたが 実はその前段がありまし
た。

今回、氏の御了承を得て、その前段を掲載いたします。昭和19年、日本占領下のジャカルタの様子などが垣

間見える貴重な記録です。

青 春 の思 い 出

粟竹 章二

人間誰でもいやな事楽しかつた事など、いろいろな思い出を持つているものだけど、それならば思い出したく
ない嫌な思い出を忘れ、楽しかつたことだけを思い出として残せば人生楽しく送れると思い、あの大変な戦争の

ときに今でも楽しく思い出されることの場面を、60年過ぎた今 忘れないよ,こ少し書き残してみたいと考え、こ
のようなことをはじめました。

南方への値れ

昭和18年 8月 夏、最後の滑空訓練合48で念願の滑空士試験に合格し、9月 に憧れの少年航空兵の試験を受
けるべく資料をとりよせたら、視力は 12以上、1艮鏡不可とのことで、これは受験資格なしと涙を流し失望致しまあ
したが、これが命びろいになりまして、もし合格しておりましたら今頃は靖国神

=Lに
居ることでしょう。

それならばと兄が陸軍の軍政要員としてインドネシアのジャカルタに居るから私は海軍の軍属として、やはリイ
ンドネシアに行きたいと′きに誓いました。

兄は幼少のころより足が悪く障害をもつておりましたので、兵隊として御国に
'ヽ

くすことができないと、軍政要員
として志願致し、当時ジャカルタの魚市場の監理官として勤務しておりました。
ちょうど、兄の最初の上司のお父様が退役陸軍少特で親しく1日入りをいたしておりましたので、参 L致しご相
談致しましたらとても喜ばれ、二男の方がセレベス民政部鉱産課長の安田二郎司政官で、「セレベス民政部の

倅のところに行くように手配する」、と奔走してくださり、海軍省南方政務部部長の、お名前は失念いたしましたが、
少将の方が郷里鹿児島の中学の後輩だからと直談判してくださり、募集締め切りにもかかわらず強引に追加試

験をうけさせていただき、採用の連びになりました。これで兄と同じインドネシアに行けると、早速に二松学舎大

学の夜学のマレー語講座に通つたり、インドネシア関係の参考書などを読みあさりました。

当時は戦時下の特例として12月 にくりあげ卒業だつたので、出発は極秘だけど大体 l月 の予定だと聞かされ、
心の準備をして待つておりました。
1月 に入り、海軍省から出発準備のための出頭命令がきまして、防暑服その他の支給があり、その内、任官す

れば必要だから軍刀の用意をするようにとのことで、父と九段下の軍装店に軍ノ]を買いに行きました。その際、
万が一のために短刀を買いまして、親戚の鶴子さんがとて1)されいな錦の生地で袋をつくり、F月出を祝ってくれ
ました。

出発t)間近になり、親戚や学友を呼んで私のための送
"l会

をしてくれることになり、父はあの物のない時代に

どのようにして集めたのか、フグをはじめ軍部御用達の料亭でもあれだけは揃わないだろうというくらい、お魚を

河岸から調達してくれました。

深川の河岸行きのなかで、日本舞踊の名手といわれた母方の叔父が、私のリクエストで座布日の中だけで
「かつばれJを涙を流しながら踊ってくれたので、私も便所に駆け込み声をあげて泣いたのを覚えていま九
父は、二人の息子のうち残つた 一人もまた戦地に出すのに、始終笑顔で学友に肴をすすめておりましたが、今
思えば、さぞや胸のうちは寂しかつたことと思います。
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出発からシンガポールまで

昭和19年 1月 30日 に深川の家を出ました。
近所の方々や親戚や学友が見送りにきてくれまして、そのとき社母とは今生の別れとなりました。 最初、私 人
で佐世保まで行くつもりでおりましたら、父が一緒に佐世保まで行くというので驚きましたがとてもうれしく、この旅

が父との男1れになるかも知れないと心に思いました。

2月 1日 に、佐世保で当時の日本最後の豪華船浅間丸に乗船いたしましたが、現地係員の連絡ミスで出発

の1寺 FH5が間違えておしえられたためにあわや置いてけばりになるところで、危機一髪で間に合いました。後日の

戦友会などでよくそのことを戦友からからかわれました。

我々のグルーープは同じ民政吉口こ赴任する七人で、戦後もそのお付き合いは続きました。

青木、浅野、邸 (キュウ)、 中村、真野、野坂氏、粟役 、船室t)司じでなかよく皆で歌などうたつて、恐1市の毎日

を送りました。

我々の船団は浅間九を旗持監としての18隻の人第合団で、途中、台湾の基隆沖で敵の清水艦隊に襲わ,■、フラ

ンスより拿捕した最大の豪華船帝亜丸が日の前で轟・tし、その他多くの船が沈められて日の前でたくさんの人

が死んでいきました。 (後に、安日さんが海軍省に行き、部長に直接会って「私の眉のかかった者を何故帝亜

",に

のせなかつたのか ?J と横槍をいれたそうですが、「マカッサル行きは皆浅間メLですJと 断られ かえつて
命拾|ヽしてよかつたと話しておられました。)

浅間丸も魚雷をさけるためにジグザグ航行で船体が異常に車しみ、不気味な音は今でも耳に残っています。

しかし、死の恐怖を目のあたりにしていましたがイ可故か野次馬気分で、周りの徴用工の人たちがお念仏など唱え

ているのを見回し、1玄側で魚雷の来るのを「あつちだ、こつちだ」と大声で叫び  、甲板士官にどやされ静かに
しろと

'ヒ
られました。

やはり子供のときからお祭り大好きなノーテンキで、このような危機に直而してt)案外冷静に自分は死なないん

だと信じている暢気物で、この性格は今でも変わらないと思います.

何度かの潜水樹監の襲撃をのがれ、無事に占領地、昭南島とよばれていたシンガポールのセレター軍港に入港

したのは2月 10日 のことでした。 2月 12日 にシンガポール東北部のローヤン兵合につれていかれ、乗船待ち
のために滞在することになりました。 兵舎では毎日、手旗信号やモールス信号、海軍体操など、また部隊抗の
競技など行われ、充実した日々をおくりました。

いよいよ2月 27日 に出発が決まり、どこに行くとも知らされずものすごいオンボロ船に乗せられ てシンガポール

を出発しました。 ある日、甲板で乗組員に「どこに行くのですかJ、 と聞いたら、何の時蹴 なしに、|ジャカソレタ
だよJと言われ、飛び上がらんばかりに驚きました。 ジャカルタには兄がいると思うだけであとの二日間興奮して
夜も眠られず、時の経つのをこんなに遅いものかと痛感いたしました.
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